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ロ絵 1 重要文化財 聖フランシスコ ・ザビエル像 （神戸市立博物館）

ロ絵 2 上図の 「人」字部分の拡大
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ロ絵 3 初回修理後の神戸本ザビエル像
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一
五
四
二
年
に
イ
ン
ド
の
ゴ
ア
に
到
着
。
南
ア
ジ
ア
各
地
で
宣
教
活

こ
れ
に
挿
入
さ
れ
た
銅
版
肖
像
画
が
、
最
初
期
の
ザ
ビ

（
本
稿
中
は
『
ザ
ビ
エ
ル
伝
』
と
略
称
）

の
ラ
テ
ン
語
版
刊
行
(
-
五
九
四
年
）

る
。
彼
は
、
イ
グ
ナ
チ
オ
・
デ
・
ロ
ヨ
ラ
ら
六
人
の
同
志
と
と
も
に
清
貧
．
貞

潔
・
聖
地
巡
礼
の
誓
願
を
た
て
て
、
そ
の
敬
虔
な
信
仰
活
動
が
多
く
の
支
持
を

獲
得
す
る
。
や
が
て
ス
ペ
イ
ン
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
植
民
地
で
の
宣
教
活
動
を
望

む
声
が
高
ま
り
、
イ
エ
ズ
ス
会
と
命
名
さ
れ
た
こ
の
修
道
会
派
が
そ
の
困
難
な

事
業
を
担
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
先
駆
者
と
し
て
、
ザ
ビ
エ
ル
は
ア
ジ
ア
に
派

遣
さ
れ
、

神
戸
市
立
博
物
館
所
蔵
「
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
像
」
の
保
存
状
態
と
表
現
解
釈

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル

（
一
五

0
六
i
一
五
五
二
）
を
描
い
た
も
の
で
あ

日
本
に
初
め
て
キ
リ
ス
ト
教
を
伝
導
し
た
イ
エ
ズ
ス
会
創
設
会
員
の
ひ
と
り
、

（
以
下
「
神
戸
本
ザ
ビ
エ
ル
像
」
と
略
称
、

ロ
絵
l
)
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、

神
戸
市
立
博
物
館
所
蔵

イ
エ
ズ
ス
会
の
創
設
会
員
で
、
ア
ジ
ア
で
の
宣
教
活
動
、
特
に
日
本
に
初
め
て
キ
リ
ス
ト
教
を
伝
導
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
(
-
五

0

六
ー
一
五
五
二
）
は
、
十
六
世
紀
終
わ
り
か
ら
そ
の
伝
記
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
に
広
ま
り
、
一
六
二
二
年
に
聖
人
に
列
せ
ら
れ
た
こ
と
を
期
に
、
禁
教
下
の
日
本
で
も
そ
の

礼
拝
画
制
作
の
機
運
が
高
ま
っ
た
。
現
在
神
戸
市
立
博
物
館
が
所
蔵
す
る
「
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
像
」
も
そ
の
よ
う
な
作
品
の
ひ
と
つ
と
推
測
さ
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
ザ
ビ
エ
ル
像
は
何
を
表
現
し
て
い
る
の
か
？
こ
れ
ま
で
様
々
な
説
が
提
示
さ
れ
て
き
た
が
、
本
稿
で
は
こ
れ
を
再
考
す
る
前
に
、
大
正
九
年
(
-
九

二
0
)
の
発
見
か
ら
今
日
に
至
る
、
修
理
の
履
歴
・
画
面
状
況
変
化
の
経
緯
を
整
理
し
、
本
像
に
は
一
部
を
除
き
、
表
現
解
釈
に
影
響
の
あ
る
よ
う
な
大
掛
か
り
な
改
変

は
な
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
実
証
す
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
本
像
の
表
現
内
容
に
つ
い
て
、
十
六
世
紀
末
か
ら
十
七
世
紀
初
頭
の
フ
ラ
ン
ド
ル
で
制
作
さ
れ
た
版
画
作

品
を
軸
に
、
図
像
的
な
考
察
を
加
え
、
さ
ら
に
ザ
ビ
エ
ル
の
伝
記
と
イ
メ
ー
ジ
を
世
界
中
に
広
め
た
、
ト
ル
セ
リ
ー
ノ
著
『
ザ
ビ
エ
ル
伝
』
や
、
ロ
ー
マ
教
皇
に
よ
っ
て

そ
の
伝
説
を
権
威
づ
け
た
『
列
聖
大
勅
書
』
の
記
述
か
ら
、
強
烈
な
神
の
愛
に
真
摯
に
向
き
合
お
う
と
す
る
彼
の
壮
絶
な
ま
で
の
祈
り
を
表
現
し
て
い
る
こ
と
を
提
示
す

る。

現
在
神
戸
市
立
博
物
館
が
所
蔵
す
る
「
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
像
」

は
じ
め
に

の
保
存
状
態
と
表
現
解
釈

動
を
展
開
し
た
あ
と
、

天
文
十
八
年
(
-
五
四
九
）

日
本
で
の
宣
教
活
動
の
あ
と
、

に
鹿
児
島
に
到
達
す
る
。

り
、
中
国
で
の
宣
教
を
目
指
し
広
東
沖
の
上
川
島
に
い
た
る
が
、
病
を
得
て
こ

の
年
の
十
二
月
に
死
去
し
た
。
そ
の
ア
ジ
ア
で
の
宣
教
活
動
が
認
め
ら
れ
、
教

皇
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
十
五
世
に
よ
っ
て
聖
人
に
列
せ
ら
れ
た
の
は
一
六
二
二
年
の

こ
と
で
あ
る
。

ザ
ビ
エ
ル
に
よ
る
ア
ジ
ア
で
の
宣
教
活
動
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
広
く
知
れ
渡
る

よ
う
に
な
る
の
は
、
オ
ラ
ッ
ィ
オ
・
ト
ル
セ
リ
ー
ノ
に
よ
る
『
最
初
の
イ
エ
ズ

ス
会
会
員
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
の
イ
ン
ド
お
よ
び
日
本
で
の
生
涯
』

以
降
の
こ
と
で
あ
り
、

一
五
五
二
年
に
い
っ
た
ん
イ
ン
ド
の
ゴ
ア
に
戻

「
搬
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
像
」

塚

原

晃
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（図 1)発見後に撮影された神戸本ザビエル像

（大正 10年の撮影か）

神
戸
市
立
博
物
館
研
究
紀
要

神
戸
本
ザ
ビ
エ
ル
像
は
、
こ
れ
ら
『
ザ
ビ
エ
ル
伝
』
挿
図
の
系
列
に
連
な
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、

そ
の
図
像
や
表
記
の
解
釈
は
研
究
者
に
よ
っ
て
異
な

る
。
ま
た
、
本
像
の
現
状
の
保
存
状
態
に
関
し
て
も
い
く
つ
か
の
疑
義
が
提

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
問
題
は
本
像
の
解
釈
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
神
戸
本
ザ
ビ
エ
ル
像
自
体
の
保
存
・
修
理
状
況

を
鑑
み
た
後
、
図
像
・
表
記
の
解
釈
に
関
し
て
、
根
拠
と
な
る
文
献
を
整
理
し
、

エ
ル
像
の
典
型
と
し
て
流
布
し
て
い
く
。

第
35
号

学
の
報
告
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
表
装
形

本
ザ
ビ
エ
ル
像
の
写
真
（
図
1
)
が
、
先
述
の
京
都
帝
国
大

あ
る
。
大
正
十
年
に
新
村
ら
が
調
査
を
行
っ
た
こ
ろ
の
神
戸

れ
は
発
見
以
来
、
少
な
く
と
も
四
回
の
修
理
を
経
た
結
果
で

も
平
滑
で
、
目
立
っ
た
損
傷
も
な
い
よ
う
に
見
え
る
が
、
こ

現
在
の
神
戸
本
ザ
ビ
エ
ル
像
は
額
装
仕
立
で
、
本
紙
表
面

な
っ
て
い
る
。

立
南
蛮
美
術
館
を
経
て
現
在
は
神
戸
市
立
博
物
館
の
所
蔵
と

六
年
に
神
戸
市
へ
委
譲
さ
れ
、
市
立
神
戸
美
術
館
、
神
戸
市

る
三
。
本
像
を
含
む
池
長
孟
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
昭
和

の
南
蛮
紅
毛
美
術
の
コ
レ
ク
タ
ー
・
池
長
孟
の
手
に
わ
た

年
(
-
九
三
五
）
に
こ
の
ザ
ビ
エ
ル
像
は
、
東
家
か
ら
神
戸

詳
細
な
報
告
書
が
大
正
十
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
二
。
昭
和
十

査
が
翌
年
四
月
二
十
四
日
よ
り
行
わ
れ
、

そ
の
写
真
付
き
の

大
学
に
も
伝
え
ら
れ
、
新
村
出
・
濱
田
耕
作
に
よ
る
現
地
調

国
大
学
の
学
生
の
橋
川
正
＿
。
こ
の
発
見
は
当
然
京
都
帝
国

大
正
九
年
(
-
九
二

0
)
の
九
月
二
十
六
日
、
現
在
の
大
阪
府
茨
木
市
、
当

時
は
大
阪
府
三
嶋
郡
清
漢
村
大
字
千
提
寺
の
旧
家
・
東
藤
次
郎
の
住
宅
に
て
、

神
戸
本
ザ
ビ
エ
ル
像
は
そ
の
存
在
を
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
と
き
見

分
し
た
の
は
、
千
提
寺
の
近
隣
の
小
学
校
に
勤
め
て
い
た
藤
波
大
超
と
京
都
帝

-
．
神
戸
本
ザ
ビ
エ
ル
像
の
保
存
・
修
理
状
況

よ
り
蓋
然
性
の
高
い
説
を
提
示
す
る
。

- 6 - (2) 



（図 2) 新村出『南蛮廣記』所載の神戸本ザビエル像

の写真（大正 14年以前に撮影）

式
は
明
ら
か
に
掛
軸
装
で
、

そ
れ
特
有
の
横
方
向
の
強
い
反
り
・
折
れ
や
亀
裂

が
無
数
に
発
生
す
る
深
刻
な
状
態
だ
っ
た
。
そ
れ
以
外
に
も
現
状
の
神
戸
本
ザ

景
部
分
の
明
る
さ
、
画
面
下
部
の
ラ
テ
ン
語
・
和
文
表
記
の
明
瞭
さ
、
光
輪
の

「
相
違
」
な
ど
で
、
現
状
の
本
像
に
過
剰
な
後
補
や
改
変
が
行
わ
れ
て

た
と
え
ば
こ
の
発
見
後
写
真
で
は
、
画
面
下
部
の
和
文
表
記
の
末
尾
の

神
戸
市
立
博
物
館
所
蔵
「
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ピ
エ
ル
像
」
の
保
存
状
態
と
表
現
解
釈

「漁

い
た
と
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

明
度
の

ビ
エ
ル
像
と
の

「
相
違
」
を
多
く
指
摘
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
背

父
環
人
」

の
れ
か
ら
現
像
さ
れ
た
大
判
プ
リ
ン
ト
が
神
戸
市
立
博
物
館
に
保
管

（
口
絵
3
)
。

間
に
神
戸
本
ザ
ビ
エ
ル
像
が
大
掛
か
り
な
修
理
を
受
け
て
い
た
こ

り
付
け
な
ど
完
全
な
額
装
化
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、

か
な

た
横
シ
ワ
が
全
く
見
え
な
く
な
っ
て
い
る
。
ま
だ
パ
ネ
ル
ヘ
の
貼

の
裂
を
ま
わ
し
た
形
態
に
改
装
さ
れ
、
発
見
後
写
真
で
顕
著
だ
っ

と
で
あ
る
。
発
見
時
の
軸
装
か
ら
分
離
さ
れ
、
本
紙
四
周
に
紐
状

こ
れ
ら
の
写
真
で
明
ら
か
な
の
は
、
大
正
十
年
か
ら
十
四
年
の

さ
れ
て
い
る

る、

九
三

0
年
代
の
撮
影
と
推
測
さ
れ
る
ガ
ラ
ス
乾
板
七
で
、
こ

影
し
た
大
判
写
真
が
現
存
し
て
い
る
。
現
在
京
都
大
学
が
保
管
す

掲
げ
ら
れ
た
写
真
図
版
で
あ
る
（
図
2
)
。
ま
た
、
こ
の
写
真
図
版

「
西
教
篇
」
冒
頭
に

遅
く
と
も
大
正
十
四
年
に
は
撮
影
さ
れ
て
い
た
。
同
年
九
月
に
刊

し
か
し
、
こ
の
発
見
後
写
真
の
、
視
覚
資
料
と
し
て
の
信
頼
性

新
村
出
も
こ
の
部
分
は
「
環
」
と
も
「
環
人
」
と
も
読
ん
で
い
る
四
。
こ
れ
ら
を

も
っ
て
、
本
来
の
神
戸
本
ザ
ビ
エ
ル
像
に
は
「
漁
父
環
」
と
し
か
記
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
と
い
う
主
張
も
あ
る
五
。
ま
た
、
ザ
ビ
エ
ル
の
頭
部
後
方
に
配
さ
れ

た
光
輪
は
、
発
見
当
初
は
暗
色
系
素
材
（
真
鍮
が
錆
び
て
緑
色
と
な
っ
た
も
の
）

で
描
画
さ
れ
て
お
り
、
現
状
の
ザ
ビ
エ
ル
像
に
見
ら
れ
る
黄
色
い
絵
具
は
後
の

修
理
時
に
加
え
ら
れ
た
と
す
る
説
も
あ
る
六
〇

に
疑
問
を
抱
か
せ
る
よ
う
な
別
の
写
真
が
、
発
見
か
ら
数
年
以
内
、

行
さ
れ
た
新
村
出
『
南
蛮
廣
記
』
初
版
本
の

と
ほ
ぼ
同
じ
保
存
状
況
の
神
戸
本
ザ
ビ
エ
ル
像
を
、
高
精
細
に
撮

「
人
」
字
は
ほ
と
ん
ど
判
読
で
き
な
い
。
先
述
の
報
告
書
の
中
で
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ィ
ル
ム
ま
た
は
ガ
ラ
ス
乾
板
）

か
け
離
れ
た
イ
メ
ー
ジ
を
記
録
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
画
面
下
部
の

F
R
A
C
I
S
C
U
S

…
•
」
と
い
う
ラ
テ
ン
語
表
記
は
、
現
状
や
初
回
修
理
後
写
真
と

は
異
な
り
、
発
見
後
写
真
で
は
地
色
と
同
階
調
に
溶
け
込
ん
で
い
る
よ
う
に
見

え
る
が
、
当
時
の
状
況
を
正
確
に
記
録
し
た
も
の
と
は
言
い
難
い
。
そ
の
理
由

と
し
て
は
、
本
像
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
近
隣
の
原
田
家
か
ら
発
見
さ
れ
た
「
マ
リ

ア
十
五
玄
義
図
」
（
京
都
大
学
総
合
博
物
館
蔵
）
の
そ
れ
と
同
じ
く
、
現
状
の
神

落
部
分
の
補
筆
な
ど
以
外
は
現
状
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。

「

s.
P. 

に
識
別
で
き
、
光
輪
が
明
色
系
の
素
材
、

「
漁
父
環
人
」
も
「
人
」
字
が
明
瞭

「

I
N
R
I」

の

っ
た
箇
所
も
見
ら
れ
る
が
（
図
6
)
、
ザ
ビ
エ
ル
の
顔
右
半
分
や
天
使
像
に
見
ら

れ
る
細
か
な
剥
落
部
分
を
そ
の
ま
ま
に
残
し
て
お
り
、
他
の
部
分
で
も
破
損
・

欠
落
箇
所
を
そ
の
ま
ま
留
め
置
く
方
針
が
と
ら
れ
て
い
た
と
見
る
べ
き
で
、
こ

の
時
の
修
理
で
意
図
的
な
改
変
が
加
え
ら
れ
た
可
能
性
は
少
な
い
。

こ
の
初
回
修
理
後
写
真
で
は
、
問
題
の

つ
ま
り
現
状
と
同
じ
く
黄
色
系
の
絵

具
で
描
画
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
示
し
て
い
る
。
背
景
や
衣
装
の
暗
さ
も
含
め
て
、

こ
の
写
真
に
見
ら
れ
る
神
戸
本
ザ
ビ
エ
ル
像
の
明
暗
や
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
、
剥

そ
れ
で
は
、
大
正
十
年
の
写
真
と
の
相
違
は
ど
う
解
釈
す
べ
き
な
の
か
。
結

論
か
ら
言
え
ば
、
こ
の
発
見
後
写
真
は
、
撮
影
時
の
環
境
、
機
材
や
受
光
体
（
フ

の
性
質
が
強
く
影
響
し
、
被
写
体
の
実
際
か
ら

わ
れ
て
い
る
。
十
字
架
襟
刑
像
の

「R
」
字
に
破
損
部
分
が
広
が

神
戸
市
立
博
物
館
研
究
紀
要

り
念
入
り
な
裏
打
ち
に
よ
っ
て
、
現
状
に
近
い
平
滑
な
画
面
状
態
に
改
め
ら
れ

一
見
大
胆
な
修
理
の
よ
う
だ
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
作
品
支
持
体
の
崩
壊

を
抑
え
る
た
め
の
措
置
で
あ
ろ
う
。
対
し
て
、
表
層
の
描
画
部
分
は
慎
重
に
扱

た
こ
と
が
わ
か
る
。

第
35
号

度
が
低
い
の
は
、
こ
の
撮
影
に
使
わ
れ
た
受
光
体
が
黄
色
を
モ
ノ
ク
ロ
階
調
と

し
て
う
ま
く
記
録
で
き
な
い
性
質
を
持
っ
て
い
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、

同
時
期
に
撮
影
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
東
家
蔵
「
マ
リ
ア
十
五
玄
義
図
」

の
発

見
時
写
真
も
、
や
は
り
黄
色
の
文
字
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
低
下
し
た
状
態
で
写

黄
色
地
の
和
文
表
記
で
筆
線
が
か
す
れ
て
見
え
る
箇
所
が
出
て
い
る
の
も
、

作
品
自
体
の
横
鐵
に
よ
る
激
し
い
凹
凸
と
あ
い
ま
っ
て
、
受
光
体
の
特
性
に
よ

り
、
黄
色
と
墨
色
が
同
じ
モ
ノ
ク
ロ
階
調
の
な
か
に
溶
け
込
ん
で
し
ま
っ
た
た

め
で
あ
る
。
「
漁
父
環
人
」
の
「
人
」
字
に
関
し
て
も
、
こ
の
写
真
の
当
該
部
分

を
よ
く
観
察
す
る
と
「
人
」

な
お
こ
の
該
当
部
分
を
、
現
状
の
神
戸
本
ザ
ビ
エ
ル
像
で
至
近
距
離
か
ら
撮
影

し
た
と
こ
ろ
、
「
人
」
字
の
墨
書
の
上
に
壺
印
の
朱
色
が
捺
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

観
察
さ
れ
る

（
口
絵
2
)
。
後
述
す
る
「
I
N
R
I
」

跡
も
見
ら
れ
な
い
の
で
、
発
見
当
初
か
ら
こ
こ
に
は
「
人
」
字
が
書
か
れ
て
お

り
、
本
像
の
保
存
状
態
や
受
光
体
を
は
じ
め
と
す
る
技
術
的
な
問
題
に
よ
り
、

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

の
字
の
輪
郭
を
微
か
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

の
部
分
と
異
な
り
、
修
正
の

り
込
ん
で
お
り
、
ザ
ビ
エ
ル
像
と
同
じ
性
質
の
受
光
体
や
手
法
で
撮
影
さ
れ
た

字
や
、

そ
の
下
の
万
葉
仮
名
の
地
色
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
黄
色
い
部
分
の
明

戸
本
ザ
ビ
エ
ル
像
の
黄
色
の
ラ
テ
ン
語
表
記
に
、
油
成
分
を
含
む
硬
質
の
絵
具

が
使
用
さ
れ
て
い
る
点
八
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
類
似
作
の
保
存
状
態
を
考

え
て
も
、
本
像
の
黄
色
の
ラ
テ
ン
語
は
初
回
修
理
時
に
加
筆
さ
れ
た
と
は
考
え

ら
れ
ず
、
他
の
同
類
作
品
と
同
じ
く
強
い
黄
色
を
保
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

背
景
の
黒
や
紺
色
が
明
る
い
灰
色
と
し
て
写
っ
て
い
る
の
は
、
不
適
切
な
照

明
に
よ
る
過
剰
な
反
射
が
写
り
込
ん
で
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
し
、
ラ
テ
ン
語
文

- 8 - (4) 



神
戸
市
立
博
物
館
所
蔵
「
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
像
」
の
保
存
状
態
と
表
現
解
釈 （図 3) 昭和 10年以降の 2回目修理後に

撮影された神戸本ザビエル像

事
で
大
き
く
報
じ
ら
れ
る
結
果
と
な
っ
た
る
。
お
そ
ら
く
、

そ
の
直
後
、
美
術

に
「
描
き
直
さ
れ
た
ザ
ビ
エ
ル
画
像

心
な
き
古
美
術
修
理
」
と
い
う
記

の
で
あ
ろ
う
、

冗
来
あ
り
え
な
い

「B
」
字
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
の
画
面
上
に

「I
N
R
I
」
だ
が

（図
4
ー
6
)
、「
R
」
字
の
右
下
隅
が
剥
落
し
て
い
る
た
め
、

時
か
ら
池
長
孟
に
よ
る

一
度
目
の
修
理
後
に
撮
影
さ
れ
た
写
真
で
は
い
ず
れ
も

文
字
が
見
え
る

（図
7
)
。
こ
れ
は
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
処
刑
に
い
た
っ
た

昭
和
十
年
、
東
家
か
ら
池
長
孟
に
売
却
さ
れ
た
時
、
ザ
ビ
エ
ル
像
の
画
面
形

式
と
保
存
状
態
は
、
大
正
期
の
修
理
を
経
た
あ
と
の
状
態
を
保
っ
て
い
た
は
ず

で
あ
る
。

そ
の
後
池
長
美
術
館
で
撮
影
さ
れ
た
ガ
ラ
ス
乾
板
に
は
、
本
像
が
四

て
い
た
か
ど
う
か
は
、
議
論
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
年
以
前
に
、

は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

承
服
で
き
な
い
。
む
し
ろ
、
初
回
修
理
後
の
写
真
と
同
じ
く
、
発
見
時
も
光
輪

当
時
の
写
真
で
は
こ
れ
を
正
確
に
記
録
で
き
な
か
っ
た
と
断
言
で
き
る
。

ま
た
、
現
状
の
神
戸
本
ザ
ビ
エ
ル
像
に
見
え
る
黄
色
の
光
輪
表
現
が
後
補
と

す
る
説
六
も
、
発
見
後
写
真
の
黄
色
再
現
性
の
低
さ
を
考
え
る
と
全
面
的
に
は

部
分
に
は
黄
色
系
絵
具
に
よ
る
描
画
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で

あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
光
輪
そ
の
も
の
が
十
七
世
紀
前
期
の
制
作
時
に
描
か
れ

の
紐
状
の
裂
が
除
去
さ
れ
、
パ
ネ
ル
に
貼
り
付
け
ら
れ
た
状
態
で
記
録
さ
れ

れ
、
完
全
な
額
装
に
改
め
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
表
面
描
画
部
分
の
状
態

は
依
然
と
し
て
剥
落
箇
所
の
補
筆
が
な
く
、
初
回
修
理
時
か
ら
基
本
的
に
変
化

昭
和
二
十
六
年
、
池
長
孟
が
本
像
を
含
む
美
術
品
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
美
術
館

ご
と
神
戸
市
に
委
該
し
た
あ
と
、
三
度
目
の
修
理
が
昭
和
三

市
立
神
戸
美
術
館
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
こ
の
時
、
剥
落
箇
所
に
す
べ
て
補
筆

が
加
え
ら
れ
た
上
に
、
信
じ
が
た
い
過
失
が
発
生
し
て
い
た
。

昭
和
三
十
三
年
の
西
村
貞
『
南
蛮
美
術
』
に
、
三
度
目
の
修
理
後
の
本
像
の

カ
ラ
ー
図
版
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
十
字
架
礎
刑
像
の
上
端
に
「
I
N
B
I
」
の

罪
状
を
示
す
も
の
で
、
当
然
こ
れ
は
「
I
N
R
I
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
発
見

「
B
」
字
の
よ
う
に
も
見
え
て
い
た
。
剥
落
部
分
を
す
べ
て
補
筆
す
る
こ
の
修

理
時
の
方
針
が
仇
と
な
り
、
市
立
神
戸
美
術
館
側
の
担
当
者
も
、
作
業
に
あ
た

っ
た
修
理
業
者
も
、

キ
リ
ス
ト
教
美
術
に
関
す
る
基
礎
知
識
が
欠
落
し
て
い
た

描
き
込
む
と
い
う
過
失
を
犯
し
た
。

し
か
も
、
美
術
館
側
は
こ
れ
に
全
く
気
づ

か
な
い
ま
ま
、
修
理
後
に
本
像
を
展
示
し
た
た
め
、
昭
和
三
十
四
年
『
週
刊
朝

て
い
る
（
図
3
)
。

つ
ま
り
、
昭
和
十
年
以
降
に
本
像
は
二
度
目
の
修
理
を
施
さ
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図4

図5

（図 4)発見後写真の「INRI」部分

（図 5) 初回修理後の「INRI」部分

（図 6) 2回目修理後の「INRI」部分

（図 7) 3回目修理後の「INBI」部分

（図 8)現状の「INRI]部分

図6

神
戸
市
立
博
物
館
研
究
紀
要

第
35
号

図 7

図 8

館
は
本
像
の
再
修
理
を
行
い
、
問
題
の
「
B
」
字
の
右
下
隅
を
切
除
し
て
「
R
」

「
R
」
字
の
欠
損
状
態

市
立
神
戸
美
術
館
に
よ
る
三
度
目
•
四
度
目
の
修
理
に
お
け
る
、
「
I
N
R
I」

表
記
を
め
ぐ
る
過
失
と
事
後
処
理
は
言
語
道
断
の
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ

以
外
の
剥
落
補
筆
部
分
で
も
不
適
切
な
処
理
が
行
わ
れ
た
可
能
性
も
否
定
で
き

ず
、
こ
の
問
題
は
今
後
慎
重
に
調
査
検
討
が
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
現
状
の

ザ
ビ
エ
ル
像
は
平
成
十
二
年
（
二

0
0
0
)
に
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
が
、

近
年
で
も
こ
れ
を
疑
問
視
す
る
声
が
上
が
っ
て
い
る
の
は
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で

た
だ
、
こ
の
ザ
ビ
エ
ル
像
に
と
っ
て
幸
い
な
の
は
、
画
面
本
体
に
補
筆
を
加

え
て
い
な
い
、
初
回
修
理
後
の
状
況
を
詳
細
に
伝
え
る
写
真
（
口
絵
2
)
が
あ

る
こ
と
で
、
こ
れ
を
手
が
か
り
に
本
像
本
来
の
表
現
内
容
を
確
認
で
き
る
点
で

あ
る
。
補
筆
部
分
以
外
は
、
基
本
的
に
発
見
時
の
表
現
と
素
材
・
技
法
を
伝
え

て
い
る
で
あ
ろ
う
し
、
和
文
表
記
に
一
文
字
加
え
る
と
い
っ
た
類
の
、
表
現
解

釈
に
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
改
変
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
現
状
の

ザ
ビ
エ
ル
像
は
、
十
七
世
紀
前
期
の
日
本
で
の
禁
教
期
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を
伝

え
る
希
少
な
聖
画
で
あ
り
、
初
回
修
理
後
の
写
真
も
参
照
す
る
こ
と
で
、

表
現
解
釈
や
制
作
意
図
を
汲
み
取
る
こ
と
は
充
分
に
可
能
で
あ
る
。

あ
る
1
0

（図
6
)
と
は
異
な
る
形
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
（
図
8
)
。

字
に
み
せ
か
け
よ
う
と
し
た
が
、
三
度
目
の
修
理
前
の

そ
の

-10 - (6) 



全
く
同
じ
図
様
の
西
洋
絵
画
・
版
画
の
存
在
は
報
告
さ
れ
て
お
ら
ず
、
後
述
の

六
年
版
に
掲
載
さ
れ
た
銅
版
画
（
図

9
)

ー
王
立
図
書
館
蔵
）

差
す
る
ポ
ー
ズ
と
、

言
葉
を
発
す
る
姿
は
ほ
ぼ
共
通
で
あ
る
。

の
系
譜
に
連
な
る
こ
と
は
、
先
行
研

究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
―
二
。
神
戸
本
に
も
っ
と
も
近
い
も
の
と
し
て
は
一
六

九
年
以
前
に
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
・
ヴ
ィ
ー
リ
ク
ス
が
制
作
し
た
銅
版
画
（
ベ
ル
ギ

一
三
が
知
ら
れ
て
い
る
。
天
を
見
上
げ
、
両
手
を
胸
元
で
交

ロ
元
か
ら
「
S
a
t
i
s
e
s
t
 
D
o
m
i
n
e
,
 S
a
t
i
s
 
est.
」
と
い
う

し
か
し
、
神
戸
本
ザ
ビ
エ
ル
像
に
は
、

天
空
を
舞
う
三
人
の
天
使
、
十
字
架
傑
刑
像
、

そ
し
て
燃
え
る
心
臓
と
い
う
顕

著
な
モ
チ
ー
フ
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
神
戸
本
ザ
ビ
エ
ル
像
と

よ
う
に
本
像
は
、
ヴ
ィ
ー
リ
ク
ス
の
ザ
ビ
エ
ル
像
を
基
本
に
、
他
の
聖
人
肖
像

神
戸
市
立
博
物
館
所
蔵
「
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
像
」
の
保
存
状
態
と
表
現
解
釈

神
戸
本
ザ
ビ
エ
ル
像
の
図
像
が
、

ト
ル
セ
リ
ー
ノ

ビ
エ
ル
伝
』

二
．
神
戸
本
ザ
ビ
エ
ル
像
の
表
現
解
釈

九

mm枢ぷSom加tei
『抄9ん厨疇如1＃如疇．喝五·P£55ェぷ¢叫·~• i 
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（図 9) ヒエロニムス・ヴィーリクス「フラ

ンシスコ・ザビエル」アムステルダム国立

美術館蔵 (1596もしくは 1597年版『ザビエ

ル伝』に掲載のザビエル像とほぼ同図様）

先
行
研
究
で
示
さ
れ
た
通
り
、
ザ
ビ
エ
ル
の
交
差
す
る
手
は
、
彼
が
祈
り
の

最
中
に
あ
る
こ
と
を
表
す
一
七
。
イ
グ
ナ
チ
オ
・
デ
・
ロ
ヨ
ラ
が
同
様
の
ポ
ー
ズ

画
（
図
10)
で
は
、
彼
が
見
上
げ
る
先
に
天
使
た
ち
が
飛
び
交
っ
て
い
る
。
イ

グ
ナ
チ
オ
は
祈
り
に
よ
っ
て
天
上
の
神
と
の
一
体
感
を
享
受
し
、

天
使
に
象
徴

さ
れ
る
法
悦
を
感
じ
て
い
る
。
彼
自
身
、
神
と
深
く
対
話
す
る
た
め
の
祈
り
の

あ
り
方
を
体
系
化
し
、
著
書
『
霊
操
』
と
し
て
ま
と
め
、
や
が
て
こ
れ
が
イ
エ

ズ
ス
会
設
立
の
根
幹
と
な
る
。
そ
の
設
立
会
員
の
一
人
と
し
て
、

の
右
腕
と
も
い
う
べ
き
存
在
だ
っ
た
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
も
、
後
述
の

で
祈
り
を
捧
げ
る
様
子
を
描
く
、

ア
ン
ト
ン
・
ヴ
ィ
ー
リ
ク
ス

イ
グ
ナ
チ
オ

（子）

の
銅
版

て
い
る
一
六
。

蔵） 画
の
モ
チ
ー
フ
を
組
み
合
わ
せ
て
成
立
し
た
と
す
る
説
が
有
力
で
あ
る
。

そ
こ

で
、
神
戸
本
ザ
ビ
エ
ル
像
の
成
立
に
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
、
十
七
世
紀
初
期

の
銅
版
画
作
品
を
い
く
つ
か
対
照
し
つ
つ
、
同
時
代
の
文
献
資
料
も
参
照
し
つ

キ
リ
ス
ト
教
徒
に
と
っ
て
の
十
字
架
襟
刑
像
の
重
要
性
は
言
う
ま
で
も
な
い

が
、
特
に
イ
エ
ズ
ス
会
で
は
、
霊
操
の
際
、
神
と
対
話
し
て
自
分
の
欠
点
と
罪

を
認
識
す
る
た
め
に
、
十
字
架
に
架
け
ら
れ
た
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
姿
を
眼

前
に
想
像
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
国
。
そ
の
せ
い
で
あ
ろ
う
か
、
西
洋
絵
画

に
お
い
て
ザ
ビ
エ
ル
が
十
字
架
と
と
も
に
描
か
れ
る
こ
と
は
、
ヴ
ィ
ー
リ
ク
ス

兄
弟
の
銅
版
画
群
に
代
表
さ
れ
る
十
七
世
紀
初
め
ま
で
の
西
洋
絵
画
で
は
意
外

に
少
な
く
一
五
、
十
字
架
を
抱
え
持
つ
他
の
聖
人
像
、
特
に
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
・
ヴ

ィ
ー
リ
ク
ス
の
「
ア
ッ
シ
ジ
の
聖
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
」
（
ベ
ル
ギ
ー
王
立
図
書
館

の
よ
う
な
作
品
を
、
神
戸
本
ザ
ビ
エ
ル
像
の
作
者
が
参
考
に
し
た
と
さ
れ

つ
、
本
像
の
表
現
解
釈
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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る。

こ
の
言
葉
は
、

一
五
九
六
年
以
降
の
『
ザ
ビ
エ
ル
伝
』
に
掲
載
さ
れ
た
ザ

足
し
て
い
ま
す
」
も
し
く
は

「
充
分
で
す
、
主
よ
、
充
分
で
す
」
と
和
訳
さ
れ

E
S
T
」
と
い
う
表
現
に
な
っ
て
い
る
が
二
0

、
「
満
足
し
て
い
ま
す
、
主
よ
、
満

る
。
神
戸
本
で
は
「
D
o
m
i
n
e
」
を
略
し
た
「
S
A
T
I
S

E
S
T
 D
N
E
 S
A
T
I
S
 

ま、
9

,

 

「

S
a
t
i
s

est 

五
玄
義
図
」

（
京
大
本
・
東
家
本
）

神
戸
本
ザ
ビ
エ
ル
像
で
、
ザ
ビ
エ
ル
が
抱
え
持
つ
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
燃

化
が
行
わ
れ
た
後
の
人
間
の
魂
の
あ
り
か
た
」
と
い
う
解
釈
が
提
示
さ
れ
て
き

次
に
述
べ
る
ザ
ビ
エ
ル
の
言
葉
と
と
も
に
共
鳴
し
あ
う
存
在
で
あ
る
こ
と
に
、

神
戸
本
を
含
む
十
六
世
紀
末
か
ら
十
七
世
紀
前
半
の
多
く
の
ザ
ビ
エ
ル
像
に

D
o
m
i
n
e
,
 
S
a
t
i
s
 
est.
」
と
い
う
ラ
テ
ン
語
が
添
え
ら
れ

ビ
エ
ル
像
、
さ
ら
に
は
、
神
戸
本
を
含
む
単
体
作
品
と
し
て
の
ザ
ビ
エ
ル
像
で

ほ
と
ん
ど
の
研
究
者
は
気
が
付
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

た一九
0

し
か
し
、

こ
の
モ
チ
ー
フ
は
、
先
述
の
衣
服
を
掴
み
上
げ
る
仕
草
と
、

え
る
心
臓
に
つ
い
て
は
、
彼
の
熱
烈
な
信
仰
心
、
あ
る
い
は
「
煉
獄
で
心
の
浄

大
半
は
特
段
の
解
釈
を
行
っ
て
こ
な
か
っ
た
。

先
述
の

「
交
差
す
る
手
」
と
は
異
な
り
、

こ
の
ポ
ー
ズ
に
つ
い
て
先
行
研
究
の

の
ザ
ビ
エ
ル
像
と
共
通
の
ポ
ー
ズ
で
あ
る
。

オ
ド
ー
ル
・
ハ
レ
に
よ
る
ザ
ビ
エ
ル
像
（
図
12)
一
八
、
あ
る
い
は

「
マ
リ
ア
十

き
ト
ル
セ
リ
ー
ノ
編
『
ザ
ビ
エ
ル
書
簡
集
』

一
五
九
六
年
版
に
掲
載
さ
れ
た
テ

ン
ト
ン
・
ヴ
ィ
ー
リ
ク
ス

る
風
景
」
（
図
11)
で
は
、
イ
グ
ナ
チ
オ
と
同
様
に
天
使
に
象
徴
さ
れ
る
法
悦
を

享
受
す
る
ザ
ビ
エ
ル
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
胸
元
の
衣
服
を
両
手
で
つ
か
み
上

げ
る
独
特
な
仕
草
を
見
せ
る
。
こ
れ
は
、
『
ザ
ビ
エ
ル
伝
』
の
付
録
と
も
い
う
べ

（子）

に
よ
る
「
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
の
い

神
戸
市
立
博
物
館
研
究
紀
要

と
お
り
、
神
と
深
く
交
わ
る
た
め
の
祈
り
を
日
常
的
に
行
っ
て
い
た
。
同
じ
ア

第
35
号

と
に
な
る
。

一
五
九
四
年
の
ラ
テ
ン
語
原
著
の
み
な
ら
ず
、

ス
ペ
イ
ン
語
、
イ

も
、
決
ま
り
文
句
の
ご
と
く
画
面
に
記
さ
れ
て
き
た
が
、
先
行
研
究
で
は
、
神

の
恩
寵
に
対
す
る
感
謝
、
あ
る
い
は
慰
め
と
解
釈
さ
れ
る
に
と
ど
ま
り
、

典
拠
も
示
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
ニ
―
°

し
か
し
結
城
了
悟
は
、

そ
の

こ
の
言
葉
を

ザ
ビ
エ
ル
が
発
し
た
状
況
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
注
目
す
べ
き
見
解
を
示
し

し
て
い
た
時
に
彼
の
生
活
を
窺
う
サ
ン
・
パ
ウ
ロ
学
院
の
イ
エ
ズ
ス
会
会

員
は
次
の
話
を
伝
え
て
い
る
。
夜
の
静
寂
の
中
で
、
ザ
ビ
エ
ル
は
学
院
の

広
い
庭
に
出
て
そ
こ
に
あ
る
小
聖
堂
で
祈
り
を
し
て
い
た
。
時
に
心
に
燃

S
e
n
o
r
,
 
b
a
s
t
a
」
「
充
分
で
す
、
主
よ
、
充
分
で
す
」
と
叫
ん
で
い
た
そ
う

で
あ
る
ニ
ニ
。

「

B
a
s
t
a
,

結
城
は
こ
の
話
の
典
拠
を
紹
介
し
な
い
ま
ま
帰
天
し
て
し
ま
っ
た
が
、
お
そ

シ
ュ
ー
ル
ハ
マ
ー
や
福
永
重
樹
が
紹
介
し
た
二
三
イ
エ
ズ
ス
会
イ
ン

ド
管
区
長
ク
ア
ド
ロ
ス
の
一
五
五
五
年
の
書
簡
に
基
づ
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
し
か
し
、
当
時
自
由
に
閲
覧
で
き
た
と
は
思
え
な
い
こ
の
よ
う
な
文
献
だ

け
が
、
十
六
世
紀
末
か
ら
の
「
S
a
t
i
s
est D
o
m
i
n
e
,
 S
a
t
i
s
 
est.
」
の
ラ
テ
ン

語
を
伴
う
ザ
ビ
エ
ル
像
の
世
界
的
流
行
を
支
え
た
と
は
考
え
づ
ら
い
。
も
っ
と

多
く
の
人
々
の
身
近
に
あ
っ
た
文
献
に
、

そ
の
典
拠
を
求
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
の
最
有
力
候
補
は
自
ず
と
、
ト
ル
セ
リ
ー
ノ
の
『
ザ
ビ
エ
ル
伝
』
と
い
う
こ

ら
く
、

G 
え
立
つ
神
に
対
す
る
愛
の
力
を
抑
え
難
く
胸
も
と
を
開
け
て

七
年
後
(
-
五
五
一
年
）
、
日
本
か
ら
帰
っ
て
ゴ
ア
で
中
国
へ
行
く
準
備
を

て
い
る
。

-12- (8) 



神
戸
市
立
博
物
館
所
蔵
「
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
像
」
の
保
存
状
態
と
表
現
解
釈

N°,――’ Sat1S, Sahs D09It1加~．

:.A社'"·"＇わ•＄五立 rt m・：迅

（図 11) アントン・ヴィーリクス

ンシスコ・ザビエルのいる風景」

アムステルダム国立美術館蔵

（子） 「フラ

1604年以前

（図 10) アントン・ヴィーリクス

チオ・デ・ロヨラ」 1604年以前

ム国立美術館蔵

（子） 「イグナ

アムステルダ

て、 る
様
子
が
、
神
父
た
ち
に
よ
っ
て
目
撃
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
天
を
凝
視
し

瞑
想
と
神
の
愛
に
よ
っ
て
我
を
失
っ
た
。
彼
の
霊
魂
が
感
覚
か
ら
も
、

に
お
い
て
は
、
（
ザ
ビ
エ
ル
が
）
し
ば
し
ば
夜
明
け
前
に
庭
へ
で
か
け
て
い

い
た
。

「

B
a
t
i
s
e
s
t

…」
の
言
葉
を
発
し
た
状
況
を
物
語
る
一
節
が
あ
る
。

コ
・
ザ
ビ
エ
ル
の
伝
記
と
し
て
は
、
当
時
の
西
洋
世
界
で
圧
倒
的
な
人
気
と
流

タ
リ
ア
語
な
ど
の
カ
ト
リ
ッ
ク
圏
諸
言
語
、
十
七
世
紀
前
半
ま
で
に
は
英
語
、

オ
ラ
ン
ダ
語
な
ど
の
非
カ
ト
リ
ッ
ク
圏
言
語
に
も
翻
訳
さ
れ
た
。

通
量
を
誇
っ
た
書
籍
で
あ
り
、
実
際
、

フ
ラ
ン
シ
ス

そ
の
第
六
巻
第
五
章
に
、
ザ
ビ
エ
ル
が

彼
は
い
つ
も
情
熱
的
な
祈
り
に
没
頭
し
、
溢
れ
る
よ
う
な
法
悦
に
浴
し
て

こ
れ
に
つ
い
て
は
多
く
の
明
白
な
裏
付
け
が
あ
る
。
（
中
略
）
ゴ
ア

（図 12) テオドール・ハレ「フランシスコ・ザビ

エル」 （トルセリーノ『ザビエル書簡集』

年版所収、上智大学キリシタン文庫蔵）

1596 

(9) -13 -



（子）

の
作
品
は
、
ザ
ビ
エ
ル
が
そ
の
熱
さ
の
あ

ハ
レ
や

出
来
な
か
っ
た
よ
う
な
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。

「充

っ
て
い
る
最
中
、
彼
は
全
く
知
覚
を
失
っ
て
し
ま
い
、
他
の
宣
教
師
た
ち

な
り
、
主
よ
、
充
分
な
り
」
と
。

い
と
も
聖
な
る
ミ
サ
の
供
物
の
式
を
行

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
テ
オ
ド
ー
ル
＇
ハ
レ

（図
12)
や
ヴ
ィ
ー
リ
ク
ス
兄

態
の
起
こ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
全
く
天
使
の
慈
愛
そ
の
ま
ま
を
表
し
て
い

そ
が
、
最
初
期
の
ザ
ビ
エ
ル
像
の
主
題
と
な
り
、
世
界
規
模
の
伝
播
を
果
た
し

う
な
一
節
が
見
ら
れ
る
。

神
戸
市
立
博
物
館
研
究
紀
要

肉
体
か
ら
も
離
脱
し
た
か
の
よ
う
に
見
え
た
。
そ
の
後
、
彼
が
我
に
返
る

何
度
も
次
の
言
葉
を
繰
り
返
し
た
。
「
充
分
で
す
、
主
よ
、
充
分
で
す
」
と
。

そ
の
明
瞭
な
声
の
響
き
は
、
彼
を
圧
倒
し
た
法
悦
が
あ
ま
り
に
も
大
き
く
、

人
間
が
受
け
取
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
た
二
四

0

ト
ル
セ
リ
ー
ノ
『
ザ
ビ
エ
ル
伝
』
に
一
五
九
六
年
版
か
ら
ヴ
ィ
ー
リ
ク
ス
の

銅
版
ザ
ビ
エ
ル
像
が
掲
載
さ
れ
、
こ
れ
ら
に
は
必
ず
「
S
a
t
i
s
e
s
t
…」

ル
伝
』
の
中
で
も
極
め
て
重
要
な
部
分
だ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

た
の
で
あ
る
。

弟
が
描
い
た
一
連
の
銅
版
画
作
品
（
図
9
.
1
1
)

あ
ま
り
の
強
烈
さ
に
彼
の
心
臓
は
熱
を
帯
び
、
胸
に
炎
症
を
起
こ
す
。

ア
ン
ト
ン
・
ヴ
ィ
ー
リ
ク
ス

の
語
が

添
え
ら
れ
た
の
は
、
こ
の
言
葉
を
め
ぐ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
、
長
大
な
『
ザ
ビ
エ

ア
ジ
ア

宣
教
の
開
拓
者
と
い
う
側
面
と
い
う
よ
り
は
、
何
度
も
意
識
を
失
い
な
が
ら
神

の
激
烈
な
愛
に
向
き
合
っ
た
ザ
ビ
エ
ル
の
、
宗
教
者
と
し
て
突
出
し
た
資
質
こ

に
見
ら
れ
る
ザ
ビ
エ
ル
の
特

異
な
言
動
は
、
『
ザ
ビ
エ
ル
伝
』
中
の
こ
の
一
節
に
よ
っ
て
す
べ
て
説
明
が
つ
く
。

こ
れ
ら
の
画
像
で
は
共
通
し
て
、
ザ
ビ
エ
ル
は
天
を
見
上
げ
て
祈
り
、
そ
の
視

線
の
先
に
は
、
神
の
愛
と
法
悦
を
表
す
光
明
や
天
使
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の

ま
り
上
着
を
脱
ご
う
と
、
こ
れ
を
両
手
で
つ
か
む
瞬
間
を
表
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
彼
の
霊
魂
と
身
体
で
は
享
受
し
き
れ
な
い
、
壮
大
な
神
の
愛
と
法
悦
を
表

す
べ
く
、
「
充
分
で
す
、
主
よ
、
充
分
で
す
」
と
い
う
言
葉
が
常
に
添
え
ら
れ
た

こ
の
種
の
ザ
ビ
エ
ル
像
の
伝
播
と
普
及
を
考
え
る
上
で
看
過
で
き
な
い
文
献

を
も
う
ひ
と
つ
挙
げ
る
。
『
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
十
五
世
に
よ
っ
て
挙
行
さ
れ
た
聖

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
が
謡
聖
の
大
勅
書
』
（
以
下
『
列
聖
大
勅
書
』
と
略

す
）
二
五
に
見
ら
れ
る
記
述
で
あ
る
。
ザ
ビ
エ
ル
は
一
六
二
二
年
三
月
十
二
日
に

列
聖
さ
れ
る
が
、
こ
の
勅
書
に
、
『
ザ
ビ
エ
ル
伝
』
の
記
述
を
継
承
し
た
か
の
よ

ま
た
あ
る
時
（
ザ
ビ
エ
ル
）

は
、
眼
を
天
に
固
く
据
え
た
ま
ま
、
神
の
御

力
に
よ
り
地
上
よ
り
宙
に
浮
き
上
が
っ
た
く
ら
い
、
我
を
忘
れ
た
放
心
状

る
く
ら
い
彼
の
面
貌
は
光
り
輝
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
神
の
愛
の
強

い
火
に
耐
え
難
く
、
彼
は
叫
ん
だ
こ
と
も
一
層
し
ば
し
ば
あ
っ
た
、
「
充
分

が
彼
の
服
を
掴
ん
で
揺
す
ぶ
っ
て
も
、
長
時
間
の
間
、
彼
を
醒
す
こ
と
が

『
ザ
ビ
エ
ル
伝
』
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
に
広
げ
た
、
彼
の
祈
り
と
神
の
愛
、

分
で
す
、
主
よ
、
充
分
で
す
」

の
言
葉
を
め
ぐ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
『
列
聖
大
勅

の
で
は
な
く
、

「
制
止
」
「
拒
絶
」

に
近
い
叫
び
で
あ
っ
た
。

と、

い
つ
も
の
通
り
熱
く
腫
れ
上
が
っ
た
胸
か
ら
司
祭
平
服
を
開
い
て
、

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
決
し
て
「
満
足
」
「
感
謝
」
の
類
の
穏
や
か
な
も

第
35
号

-14- (10) 



像
が
描
か
れ
る
た
め
の
、
大
き
な
契
機
と
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
二
六

0

神
戸
本
ザ
ビ
エ
ル
像
は
、
十
字
架
や
天
使
、
燃
え
る
心
臓
を
加
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
圧
倒
的
な
神
の
愛
と
こ
れ
に
真
摯
に
向
き
合
う
ザ
ビ
エ
ル
の
、
壮
絶

な
ま
で
の
祈
り
に
つ
い
て
、

よ
り
直
接
的
に
礼
拝
者
に
伝
え
る
表
現
と
な
っ
て

い
る
。
本
像
の
作
者
が
『
ザ
ビ
エ
ル
伝
』
や
『
列
聖
大
勅
書
』
を
念
頭
に
置
き

つ
つ
も
こ
れ
ら
の
モ
チ
ー
フ
を
追
加
す
る
着
想
は
、
既
述
の
ア
ン
ト
ン
・
ヴ
ィ

神
戸
市
立
博
物
館
所
蔵
「
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
像
」
の
保
存
状
態
と
表
現
解
釈

と
し
て
公
認
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
、

日
本
で
神
戸
本
ザ
ビ
エ
ル

な
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
ト
ル
セ
リ
ー
ノ
『
ザ
ビ
エ
ル
伝
』
な
ど
を
軸

に
行
っ
た
。
た
だ
し
、
神
戸
本
ザ
ビ
エ
ル
像
は
こ
れ
以
外
に
も
特
異
な
部
位
を

シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
像
の
表
現
解
釈
を
、

こ
れ
ら
の
作
品
の
図
像
構
成
に
大
き

和
文
表
記
と
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
を
め
ぐ
っ
て

以
上
、
十
六
世
紀
末
か
ら
十
七
世
紀
前
半
に
か
け
て
制
作
さ
れ
た
聖
フ
ラ
ン

三
．
最
後
に

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

書
』
で
言
及
し
た
こ
と
に
よ
り
、

ロ
ー
マ
教
皇
は
こ
れ
を
聖
人
の
証
の
ひ
と
つ

外
に
抜
け
出
た
か
の
よ
う
に
意
識
を
失
っ
た
と
い
う
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
の
、
尋
常
な
ら
ぬ
信
仰
心
を
視
覚
化
す
る
ヒ
ン
ト
と
な

（図 13) ヒエロニムス・ヴィーリクス「十字架とアッシジの

聖フランチェスコ」 1619年以前 アムステルダム国立美術

館蔵

り
、
何
度
も
胸
部
を
腫
れ
上
が
ら
せ
て
、

そ
の
霊
魂
が
体

伝
』
で
も
見
た
よ
う
に
、
神
へ
の
祈
り
に
没
頭
す
る
あ
ま

近
付
こ
う
と
す
る
燃
え
る
心
臓
は
、
記
述
の
『
ザ
ビ
エ
ル

聖
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
体
外
か
ら
飛
び
出
し
、
神
の
愛
に

戸
本
ザ
ビ
エ
ル
像
と
も
共
通
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

愛
）
、
十
字
架
、
燃
え
る
心
臓
と
い
う
組
み
合
わ
せ
は
、
神

細
に
つ
い
て
は
未
詳
だ
が
、
神
の
光
明
（
も
し
く
は
神
の

て
離
脱
飛
翔
す
る
様
子
を
描
い
て
い
る
。

こ
の
場
面
の
詳

ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
か
ら
、

そ
の
燃
え
る
心
臓
が
天
に
向
か
っ

う
か
ら
照
ら
さ
れ
る
光
明
に
向
か
っ
て
ひ
ざ
ま
ず
く
聖
フ

ア
ッ
シ
ジ
の
聖
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
像
で
、
十
字
架
の
向
こ

4ヽ

0

ろっカ

こ
れ
は
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
・
ヴ
ィ
ー
リ
ク
ス
に
よ
る

（図
13)
の
よ
う
な
作
品
か
ら
得
た
可
能
性
は
な
い
だ
ろ

ー
リ
ク
ス

（子）

に
よ
る
銅
版
画
（
図
且
）

の
ほ
か
に
、
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コ
・
ザ
ビ
エ
ル
」
を
意
味
す
る
こ
と
は
容
易
に
推
測
で
き
る
。
こ
れ
に
続
く

「
さ
か
ら
め
ん
と
」

は
「
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
」
を
指
す
と
思
わ
れ
る
が
、
本
像
に

は
若
干
異
同
が
あ
り
、
不
確
か
な
部
分
も
残
さ
れ
て
い
る
が

「
聖
フ
ラ
ン
シ
ス

（
さ
ふ
ら
ぬ
し
す
こ
さ
べ
ろ
り
う
さ
か
ら
め
ん
と
ぎ
ょ
ふ
か
ん
じ
ん
）

瑳
布
落
怒
青
周
呼
山
別
論
摩
瑳
可
羅
綿
都
漁
父
環
人

本
稿
で
は
こ
の
和
文
を
と
り
あ
え
ず
次
の
よ
う
な
読
解
と
す
る
。

神
戸
市
立
博
物
館
研
究
紀
要

併
せ
持
つ
。
画
面
の
六
分
の
一
ほ
ど
を
占
め
る
黄
色
地
に
記
さ
れ
た
和
文
表
記

例
な
こ
の
部
分
は
、
本
像
の
図
像
解
釈
と
ど
の
よ
う
に
関
連
す
る
の
か
。
こ
れ

を
解
明
し
て
初
め
て
、
本
像
の
制
作
意
図
が
明
白
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
本

こ
の
黄
色
地
部
分
と
上
部
の
図
像
本
体
は
同
じ
画
紙
で
続
い
て
お
り
二
七
、
制

作
当
初
か
ら
こ
の
よ
う
な
構
成
が
決
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
本

像
の
制
作
に
は
、
和
文
表
記
末
尾
に
印
文
不
名
の
壷
印
と
と
も
に
記
さ
れ
て
い

る
「
漁
父
環
人
」
な
る
人
物
の
関
与
が
絶
大
だ
っ
た
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え

る
。
こ
の

が
あ
り
二
八
、
本
像
が
教
皇
の
権
威
の
も
と
制
作
さ
れ
た
可
能
性
も
念
頭
に
置
く

必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
黄
色
地
和
文
表
記
は
、
上
部
の
ザ
ビ
エ
ル
画
像

部
分
と
一
体
と
す
る
こ
と
で
、
本
像
の
礼
拝
者
、
と
く
に
西
洋
言
語
を
学
ん
で

い
な
い
日
本
人
信
徒
を
強
く
意
識
し
た
作
品
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。

「
瑳
布
落
怒
青
周
呼
山
別
論
摩
」
に
つ
い
て
は
、
研
究
者
に
よ
っ
て
そ
の
読
解

「
漁
夫
環
人
」
に
つ
い
て
は
ロ
ー
マ
教
皇
と
の
関
連
を
指
摘
す
る
説

稿
で
は
左
の
仮
説
を
提
示
す
る
に
留
め
る
。

で
あ
る
。
十
六

S
十
七
世
紀
の
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
聖
画
と
し
て
も
極
め
て
異

第
35
号

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
言
葉
が
記
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
二
九

0

サ
ク
ラ
メ
ン
ト
と
い
う
言
葉
と
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
一
六

0
五
年
に
長

の
信
徒
の
間
で
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
（
秘

跡
）
と
は
、
神
と
人
間
と
の
間
を
仲
介
し
、
神
の
恵
み
を
人
間
に
与
え
る
儀
式

で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
は
洗
礼
、
聖
体
、
悔
悛
、
婚
姻
、
叙
階
な
ど
七
つ

「
典
礼
」
（
定
型
化
し
た
秘
跡
）
が
あ
り
、
『
サ
カ
ラ
メ
ン
タ
提
要
』
は
、
司
祭
が

執
行
す
る
五
つ
の
典
礼
の
式
次
第
を
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
、
ザ
ビ
エ
ル
列
聖

に
際
し
て
、
彼
が
帰
天
し
た
十
二
月
二
日
三
0

に
、
彼
に
対
す
る
典
礼
を
行
う
よ

う
規
定
し
、
ま
た
同
じ
権
威
を
以
て
、
信
徒
は
誰
で
も
真
に
罪
を
悔
い
改
め
、

悔
悛
の
秘
跡
を
授
か
る
も
の
と
、
先
述
の
『
列
聖
大
勅
書
』
が
明
記
し
て
い
る
。

た
だ
、
本
像
に
わ
ざ
わ
ざ
こ
の
よ
う
な
和
文
が
併
記
さ
れ
た
の
は
、
本
像
を

礼
拝
す
る
日
本
人
信
徒
の
た
め
に
、
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
が
秘
跡
と

し
て
、
神
の
愛
に
達
す
る
た
め
の
祈
り
と
観
想
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
た

め
と
解
釈
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
ザ
ビ
エ
ル
が
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
に
分

け
与
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
彼
一
人
だ
け
で
は
享
受
し
き
れ
ず
、
「
充
分
で

す
、
主
よ
、
充
分
で
す
」
と
叫
ば
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
ほ
ど
の
神
体
験
で
あ
る
。

そ
の
壮
大
な
愛
に
対
し
て
、
各
自
は
何
を
以
っ
て
神
に
報
い
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
、
信
徒
ひ
と
り
ひ
と
り
に
問
い
か
け
る
こ
と
が
本
像
制
作
者
の
意
図
だ
っ

崎
で
出
版
さ
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
版
『
サ
カ
ラ
メ
ン
タ
提
要
』
な
ど
か
ら
、
当
時

-16- (12) 



「
北
摂
よ
り
発
見
し
た
る
切
支
丹
遺
物
」

（
『
史
林
』
第
六
巻
第
一
号
、

（
『
京
都
帝
国
大
学
文

一
橋
川
正

一
九
ニ
―
)

ニ
新
村
出
「
播
津
高
槻
在
東
氏
所
蔵
の
吉
利
支
丹
遺
物
」

学
部
考
古
学
研
究
報
告
』
第
七
冊
、
一
九
二
三
）

三
「
史
料
翻
刻
と
解
説
東
藤
次
郎
関
係
書
簡
（
東
利
之
家
文
書
）
」
（
『
新
修
茨
木

市
史
年
報
』
第
十
五
号
、
二

0
一
七
）
三
十
七
ー
三
十
八
頁

四
註
二
の
新
村
文
献
、
八
頁
。
新
村
は
、
発
見
時
写
真
を
林
若
吉
に
み
せ
て
、

そ
の
和
文
表
記
の
読
解
を
得
た
と
記
し
て
い
る
の
で
、
本
像
初
見
時
に
新
村
は
、

そ
の
大
部
分
を
読
解
で
き
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
「
人
」
字
が
判
読
し
づ
ら
く

な
っ
て
い
る
発
見
時
写
真
に
し
た
が
っ
て
「
漁
父
環
」
と
も
記
し
て
し
ま
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
註
二
の
文
献
は
、
大
正
十
五
年
に
改
訂
版
が
出
る
が
、

そ
の
中
で
新
村
は
二
環
人
]
の
名
号
は
未
詳
と
す
」
と
記
し
て
い
る
。

五
早
川
義
郎
『
ザ
ビ
エ
ル
画
像
の
謎
に
つ
い
て
』
（
私
家
版
、
二

0
0
七
）
一
四
七

ー
一
四
八
頁
。
こ
の
中
で
早
川
は
、
新
村
が
「
漁
父
環
」
と
の
み
和
文
表
記
末

尾
を
読
解
し
た
と
解
釈
し
、
発
見
時
写
真
を
全
面
的
に
信
頼
し
た
上
で
、
「
人
」

字
は
後
世
の
修
理
に
よ
る
追
加
と
し
て
い
る
。

六
神
庭
信
幸
「
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
特
定
研
究
南
蛮
関
係
資
料
研
究
班
に
よ

る
神
戸
市
立
博
物
館
蔵
「
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
像
」
の
調
査
に
関
す

る
概
要
」
（
『
神
戸
市
立
博
物
館
研
究
紀
要
』
第
十
六
号
、
二

0
0
0
)
八
頁
。

神
庭
は
、
光
輪
部
分
の
黄
色
が
、
他
の
部
分
の
黄
色
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
性

質
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
塗
ら
れ
た
時
期
や
材
質
が
異
な
る
可
能
性
を
指

摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
単
に
文
字
を
記
す
た
め
の
黄
色
と
、
暗
闇
の
中
の
ほ

の
か
な
光
明
を
描
く
た
め
の
黄
色
と
で
は
、
使
用
す
る
素
材
に
性
質
が
異
な
っ

て
い
る
こ
と
は
、
何
ら
不
自
然
な
こ
と
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
光
輪
全
体
が
当

初
の
表
現
の
ま
ま
で
あ
る
と
も
断
定
で
き
ず
、
た
と
え
ば
「
D
N
E
」「
I
H
S
」

表
記
上
を
通
る
光
輪
の
線
に
は
3
回
目
の
修
理
以
降
に
明
色
系
の
画
材
が
加
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
観
察
さ
れ
る
。

七
こ
の
ガ
ラ
ス
乾
板
に
つ
い
て
は
、
註
六
の
神
庭
論
文
十
一
頁
を
参
照
。
な
お

こ
こ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
図
版
は
こ
の
ガ
ラ
ス
乾
板
か
ら
印
画
し
た
も
の
だ
が
、

全
体
に
明
度
が
低
く
、
光
輪
部
が
全
く
見
え
な
く
な
っ
て
い
る
。
適
正
な
明
度

神
戸
市
立
博
物
館
所
蔵
「
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
像
」
の
保
存
状
態
と
表
現
解
釈

で
印
刷
す
れ
ば
光
輪
部
は
（
口
絵
2
)

で
き
る
。

八
註
六
の
神
庭
文
献
、
七
ー
八
頁
。
黄
色
の
文
字
顔
料
は
X
線
に
対
し
て
不
透

過
で
、
エ
ミ
シ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
に
強
く
反
応
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
媒
剤

は
、
油
を
含
ん
だ
絵
具
特
有
の
亀
裂
の
状
態
や
、
透
明
感
が
強
く
硬
質
で
艶
の

あ
る
質
感
な
ど
が
、
京
大
本
「
マ
リ
ア
十
五
玄
義
医
」
と
共
通
す
る
特
徴
と
指

摘
し
て
い
る
。

九
註
六
の
神
庭
文
献
、
九
頁
。
光
輪
部
に
見
ら
れ
る
緑
色
の
素
材
は
、
真
鍮
金

が
酸
化
に
よ
っ
て
生
成
さ
れ
た
錆
と
の
見
解
を
示
し
、
こ
の
よ
う
な
真
鍮
の
使

わ
れ
方
を
す
る
時
期
と
し
て
寛
文
年
間
（
一
六
六
一
＼
七
三
）
の
可
能
性
を
提

示
し
て
い
る
。

1
0

註
五
の
早
川
文
献
、
一
六
八
頁
。

―
一
註
五
の
早
川
文
献
、
一
七

0
頁。

―
二
西
村
貞
「
聖
ザ
ビ
エ
ル
の
画
像
」
（
『
南
蛮
美
術
』
、
講
談
社
、
一
九
五
八
）
、

木
村
三
郎
「
《
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
像
》
の
図
像
展
開
と
十
七
世
紀
初

頭
に
お
け
る
そ
の
作
品
目
録
」
（
『
日
本
大
学
芸
術
学
部
紀
要
』
第
二
十
六
号
一

九
九
六
）
八
十
九
ー
九
十
頁
。

一
三

h
t
t
p
s
:
/
/
o
p
a
c
.
k
b
r
.
b
e
/
L
i
b
r
a
r
y
/
d
i
g
i
t
a
l
,
v
i
e
w
e
r
/
c
,
1
6
9
0
7
1
0
3
を
参
品
限
。

こ
の
よ
う
な
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
・
ヴ
ィ
ー
リ
ク
ス
の
ザ
ビ
エ
ル
像
と
神
戸
本
ザ
ビ

エ
ル
像
と
の
関
連
は
、
註
二
の
新
村
文
献
に
お
い
て
初
め
て
指
摘
さ
れ
た
。
な

お
註
十
二
の
西
村
文
献
に
お
い
て
、
『
ザ
ビ
エ
ル
伝
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
し

て
い
る
肖
像
は
本
稿
（
図
9
)
と
同
類
の
も
の
。
し
か
し
若
桑
み
ど
り
は
『
聖

母
像
の
到
来
』
（
青
土
社
、
二

0
0
八
）
の
中
で
、
ベ
ル
ギ
ー
王
立
図
書
館
本
の

ザ
ビ
エ
ル
像
を
一
五
八
九
年
版
『
ザ
ビ
エ
ル
伝
』
挿
図
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ

は
明
ら
か
に
誤
記
。
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
『
ザ
ビ
エ
ル
伝
』
は
一
五
九
四
年

版
が
最
古
で
あ
る
。
な
お
管
見
の
限
り
で
は
、
『
ザ
ビ
エ
ル
伝
』
に
ヒ
エ
ロ
ニ
ム

ス
・
ヴ
ィ
ー
リ
ク
ス
の
ザ
ビ
エ
ル
像
が
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
一
五
九
六
年
版

（
バ
イ
エ
ル
ン
州
立
図
書
館
蔵
）
が
最
初
で
あ
る
。

一
四
イ
グ
ナ
チ
オ
・
デ
・
ロ
ヨ
ラ
著
・
門
脇
佳
吉
訳
・
解
説
『
霊
操
』
（
岩
波
文

庫
、
一
九
九
五
）
一

0
四
頁

の
よ
う
に
灰
色
と
し
て
は
っ
き
り
視
認
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神
戸
市
立
博
物
館
研
究
紀
要

一
五
註
―
二
の
木
村
論
文
は
、
一
六

0
0年
前
後
に
描
か
れ
た
、
西
洋
と
日
本

双
方
に
お
け
る
ザ
ビ
エ
ル
像
を
整
理
し
た
カ
タ
ロ
グ
を
提
示
し
て
い
る
。
ま
た

木
村
に
よ
る
と
、
ヨ
ハ
ネ
ス
、
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
、
ア
ン
ト
ン
（
子
）
の
ヴ
ィ
ー

リ
ク
ス
兄
弟
が
活
動
し
て
い
た
、
十
六
世
紀
後
半
か
ら
十
七
世
紀
初
期
に
か
け

て
の
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
で
は
膨
大
な
数
の
聖
人
版
画
が
制
作
さ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
み
な
ら
ず
、
海
外
の
植
民
地
に
も
大
量
に
輸
出
さ
れ
た
と
い
う
。
彼
ら
は
実

質
的
に
イ
エ
ズ
ス
会
の
指
導
の
も
と
制
作
に
従
事
し
、
そ
の
作
品
は
日
本
の
ザ

ビ
エ
ル
像
の
作
者
に
も
影
響
を
与
え
た
こ
と
を
推
測
し
て
い
る
。
な
お
、
ヴ
ィ

ー
リ
ク
ス
兄
弟
が
制
作
し
た
膨
大
な
数
の
銅
版
画
は
、
ベ
ル
ギ
ー
王
立
図
書
館
、

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

一
六

h
t
t
p
s
:
/
/
o
p
a
c
.
k
b
r
.
b
e
/
L
i
b
r
a
r
y
/
d
i
g
i
t
a
l
,
v
i
e
w
e
r
/
c
,
1
6
9
0
5
6
8
9
を
参
品
限
。

木
村
三
郎
「
神
戸
市
立
博
物
館
所
蔵
《
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
像
》
に

つ
い
て
の
一
考
察
ー
西
洋
の
図
像
伝
統
か
ら
見
た
視
点
ー
」
（
『
美
術
史
』
第
一

四
五
冊
、
一
九
九
八
）
一
七
五
頁
、
註
一
三
の
若
桑
文
献
、
一
四
六
頁
。

一
七
註
十
五
の
木
村
文
献
、
八
十
九
ー
九
十
頁
。

一
八
ハ
レ
の
ザ
ビ
エ
ル
像
は
、
幸
田
成
友
が
「
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ー

小
伝
」
（
『
和
蘭
夜
話
』
同
文
館
、
一
九
三
一
）
に
お
い
て
初
め
て
写
真
付
き
で

紹
介
し
て
い
る
が
、
こ
の
図
像
と
東
家
本
・
京
大
本
（
原
田
家
本
）
の
「
マ
リ

ア
十
五
玄
義
図
」
の
ザ
ビ
エ
ル
像
と
の
類
似
性
を
初
め
て
指
摘
し
た
の
は
、
註

十
二
の
西
村
文
献
に
お
い
て
で
あ
る
。

一
九
註
十
六
の
木
村
文
献
、
一
七
九
頁
。

二
0

前
述
の
早
川
文
献
で
は
、
一
六
六
ー
一
六
八
頁
に
か
け
て
、
神
戸
本
ザ
ビ

エ
ル
像
の
ラ
テ
ン
語
表
記
の
省
略
法
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
も
、
早
稲
田

大
学
の
児
嶋
由
枝
教
授
よ
り
次
の
よ
う
な
知
見
を
い
た
だ
い
た
。

D
o
m
i
n
e

の

上
に
波
線
な
ど
を
付
し
て

D
z
i
E
と
略
す
る
、
と
い
っ
た
省
略
法
は
、
中
世
か
ら

近
世
に
い
た
る
ま
で
の
ラ
テ
ン
語
（
特
に
教
会
ラ
テ
ン
語
）
で
は
一
般
的
で
あ

る
。
ま
た
本
像
下
部
の
ラ
テ
ン
語
表
記
「
S.P.
F
R
A
C
I
S
C
U
S
 X
A
V
E
R
I
V
S
 

S
O
C
I
E
A
T
I
S
V
」
に
見
ら
れ
る
、

N
字
を
波
形
符
を
付
し
て
略
す
の
は
も
っ
と

も
使
わ
れ
る
省
略
法
で
、

F
R
A
C
I
S
C
U
S

が

F
R
A
N
C
I
S
C
U
S
で
問
題
は
な

い
。
そ
の
後
半
部
分
は
、

S
O
C
I
E
T
A
S
の
格
変
化
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
「

s
o
c

第
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I
E
T
A
T
I
S
 
I
E
S
V
」
と
す
る
な
ら
ば
、
ふ
た
つ
の
単
語
が
と
も
に
属
格
で
「
イ

ェ
ズ
ス
会
の
」
と
訳
せ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
ふ
た
つ
の
単
語
を
組
み
合
わ

せ
た
表
記
も
中
世
以
来
の
銘
文
に
使
わ
れ
て
い
た
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。

二
―
註
十
六
の
木
村
文
献
、
一
七
九
頁
。

ニ
ニ
結
城
了
悟
『
日
本
二
十
六
聖
人
記
念
館
の
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
』

（
日
本
二
十
六
聖
人
記
念
館
、
一
九
九
八
）
六
頁
よ
り
抜
粋
。

二
三
福
永
重
樹
「
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
像
に
つ
い
て
の
考
察
」
（
『
キ

リ
シ
タ
ン
研
究
』
第
一
四
輯
、
一
九
七
二
）
二
七
七
頁
註
記
二
十
六
に
よ
る
と
、

こ
の
言
葉
の
出
典
は
次
の
ふ
た
つ
の
書
簡
類
と
し
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
ザ
ビ
エ

ル
の
一
五
四
四
年
一
月
一
五
日
付
け
の
書
簡
だ
が
、
こ
こ
で
触
れ
ら
れ
て
い
る

「
主
よ
、
こ
の
世
に
こ
ん
な
に
大
き
な
慰
め
を
与
え
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
い
う

く
だ
り
は
、
ザ
ビ
エ
ル
本
人
の
言
葉
で
は
な
い
の
で
、
一
連
の
ザ
ビ
エ
ル
像
に

直
接
的
に
関
わ
る
も
の
で
は
な
い
。
も
う
ひ
と
つ
の
、
イ
エ
ズ
ス
会
イ
ン
ド
管

区
長
ク
ア
ド
ロ
ス
の
一
五
五
五
年
の
書
簡
に
つ
い
て
は
内
容
が
未
詳
。
あ
る
い

は
、
ザ
ビ
エ
ル
と
面
識
の
あ
っ
た
マ
ヌ
エ
ル
・
テ
イ
シ
ェ
イ
ラ
に
よ
る
『
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
伝
』
も
こ
の
言
葉
を
伝
え
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
こ
の

書
籍
は
一
五
七
九
年
に
ゴ
ア
で
完
成
し
、
ロ
ー
マ
に
送
ら
れ
た
の
は
一
五
八
一

年
、
教
皇
庁
で
回
覧
さ
れ
た
が
、
二
十
世
紀
ま
で
刊
行
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た。

ニ
四
こ
の
邦
訳
は
、
一
五
九
七
年
の
ラ
テ
ン
語
版
『
ザ
ビ
エ
ル
伝
』
第
六
巻
第

五
章
を
底
本
と
し
、
一
六
三
二
年
の
英
語
版
を
参
考
に
し
て
行
っ
た
。
と
も
に

上
智
大
学
キ
リ
シ
タ
ン
文
庫
所
蔵
。

二
五
吉
田
小
五
郎
・
樋
口
勝
彦
「
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
の
列
聖
文
書
」

（
『
史
学
』
二
十
三
（
四
）
、
一
九
四
九
）
に
全
文
の
邦
訳
が
あ
る
。
な
お
『
列
聖

大
勅
書
』
と
ザ
ビ
エ
ル
像
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
註
五
の
早
川
文
献
が
す
で
に

指
摘
し
て
い
る
。

二
六
ザ
ビ
エ
ル
列
聖
の
知
ら
せ
が
、
日
本
に
伝
え
ら
れ
る
の
は
早
く
と
も
元
和

九
年
(
-
六
二
三
）
以
降
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
次
に
列
記
す
る
、
当
時
の

日
本
国
内
で
の
ザ
ビ
エ
ル
像
に
関
す
る
動
向
に
つ
い
て
は
註
二
十
二
の
福
永
文

献
、
ま
た
は
註
二
十
七
の

V
l
a
m
文
献
に
詳
し
い
。
一
六
二
三
年
に
イ
エ
ズ
ス

-18- (14) 



会
日
本
管
区
長
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
パ
チ
ェ
コ
神
父
は
、
迫
害
中
で
も
屋
内
で
ザ

ビ
エ
ル
の
画
像
を
掲
げ
る
こ
と
は
ま
だ
可
能
で
あ
る
こ
と
、
こ
れ
を
模
写
し
て

キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
の
間
に
普
及
す
る
よ
う
努
力
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
一
六
二

五
年
に
山
口
郊
外
の
宮
野
に
て
ジ
ョ
ア
ン
・
バ
プ
チ
ス
タ
・
ポ
ル
ロ
神
父
が
キ

リ
シ
タ
ン
の
前
で
ザ
ビ
エ
ル
の
画
像
を
掲
げ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
パ
チ
ェ
コ
神

父
か
ら
送
ら
れ
た
ザ
ビ
エ
ル
像
を
持
っ
た
イ
エ
ズ
ス
会
士
が
天
草
の
漁
師
の
も

と
を
訪
れ
た
話
が
、
列
聖
後
の
ザ
ビ
エ
ル
画
像
を
め
ぐ
る
動
き
と
し
て
伝
え
ら

れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
に
見
ら
れ
る
ザ
ビ
エ
ル
画
像
の
い
ず
れ
か
が

神
戸
本
ザ
ビ
エ
ル
像
で
あ
る
可
能
性
を
議
論
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
迫
害

中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
元
和
九
年
（
一
六
二
三
）
か
ら
そ
の
少
な
く
と
も
二
、

三
年
間
は
、
そ
の
画
像
の
制
作
と
頒
布
、
礼
拝
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
事
実

で
あ
る
。
逆
に
一
六
二
三
年
以
前
の
文
献
で
、
ザ
ビ
エ
ル
像
に
か
か
わ
る
記
述

は
見
出
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
西
村
文
献
（
註
十
二
）
や

S
a
m
文
献
（
註

二
十
七
）
が
主
張
す
る
、
慶
長
年
間
(
-
五
九
六
ー
一
六
一
五
）
も
し
く
は
一

六
一
四
年
の
大
追
放
以
前
の
制
作
と
す
る
説
は
、
根
拠
と
な
っ
て
い
る
様
式
論

が
信
憑
性
に
欠
け
る
。
現
時
点
で
は
、
神
戸
本
ザ
ビ
エ
ル
像
の
制
作
年
代
は
一

六
二
三
年
以
降
の
可
能
性
が
高
い
。

二
七

G
r
a
c
e

A. 
H. V
l
a
m
〈

T
h
e
P
o
r
t
r
a
i
t
 
o
f
 S•Francis 

X
a
v
i
e
r
 
i
n
 

K
o
b
e〉

9
N
e
i
t
s
c
h
r
i
f
t
f
u
r
 
K
u
n
s
t
g
e
s
c
h
i
c
h
t
e
,
 
1
9
7
9
,
 
4
2
,
 
1
,
 

p. 
4
8
,
6
0
.
 

の
五
十
一
頁
に
よ
る
と
、
黄
色
地
の
和
文
表
記
部
分
は
独
立
し
た
紙
に
書
か
れ
、

画
像
本
体
に
紙
継
ぎ
さ
れ
た
と
、
新
村
出
が
文
献
（
註
二
）
の
中
で
述
べ
て
い

る
、
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
新
村
が
ラ
テ
ン
語
・
和
文
表
記
部
分
に
つ
い
て

「
肖
像
画
面
の
下
に
は
幅
三
寸
五
分
の
一
紙
面
あ
り
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
を

拡
大
解
釈
し
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
実
際
の
神
戸
本
ザ
ビ
エ
ル
像
の
当
該
部
分

に
は
、
こ
の
よ
う
な
紙
継
ぎ
は
全
く
存
在
し
な
い
。

神
戸
市
立
博
物
館
所
蔵
「
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
像
」
の
保
存
状
態
と
表
現
解
釈

ニ
八
『
日
本
印
章
史
の
研
究
』
（
雄
山
閣
、
二

0
0
四
）
二
九
五
頁
に
お
い
て
久

米
雅
雄
は
、
有
馬
晴
信
あ
て
の
ロ
ー
マ
教
皇
書
簡
に
、
「
漁
夫
の
鎧
璽
を
指
輪
を

鈴
て
」
な
る
表
現
が
あ
る
こ
と
に
着
目
し
、
「
漁
父
環
人
」
と
ロ
ー
マ
教
皇
と
の

関
連
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
漁
父
環
人
」
の
「
漁
父
」
を
ペ
ド
ロ
と
い
う

洗
礼
名
と
関
連
付
け
、
同
時
の
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
に
名
前
が
見
ら
れ
る
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
会
系
の
絵
師
・
狩
野
源
助
ペ
ド
ロ
と
し
、
こ
れ
を
本
像
の
作
者
と
す
る

説
が
あ
る
が
（
註
二
十
二
の
福
永
論
文
参
照
）
、
註
五
の
早
川
文
献
が
指
摘
す
る

通
り
、
本
像
の
和
文
表
記
と
狩
野
源
助
ペ
ド
ロ
の
署
名
と
の
間
に
類
似
性
が
見

出
さ
れ
な
い
た
め
蓋
然
性
に
乏
し
い
。
こ
の
上
に
捺
さ
れ
て
い
る
壺
印
も
、
十

七
世
紀
初
め
の
絵
画
・
文
献
資
料
に
お
け
る
使
用
例
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
そ
の
印
文
・
帰
属
は
未
詳
と
す
べ
き
で
あ
る
。

二
九
た
と
え
ば
註
十
六
の
木
村
文
献
に
よ
る
と
神
戸
本
ザ
ビ
エ
ル
像
の
「
さ
か

ら
め
ん
と
」
に
つ
い
て
、
西
村
貞
が
は
じ
め
て
『
サ
カ
ラ
メ
ン
タ
提
要
』
と
の

関
連
を
指
摘
、
本
像
を
「
聖
体
秘
跡
」
を
図
示
し
た
も
の
と
結
論
づ
け
た
と
い

う
。
木
村
は
こ
れ
に
賛
同
し
つ
つ
、
『
サ
カ
ラ
メ
ン
タ
提
要
付
録
』
に
記
さ
れ
る

「
ス
ピ
リ
ツ
の
大
き
な
る
満
足
」
と
い
う
記
述
と
の
関
連
性
を
提
示
し
て
い
る
。

三
0

『
列
聖
大
勅
書
』
で
は
ザ
ビ
エ
ル
帰
天
の
日
が
十
二
月
二
日
に
な
っ
て
い

る
が
、
一
六
六
三
年
に
教
皇
ア
レ
キ
サ
ン
デ
ル
七
世
に
よ
っ
て
十
二
月
三
日
に

改
め
ら
れ
て
い
る
。
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Study on the History of the Restoration, the Current Condition, and the Interpretation on the 

Representation of "Portrait of St. Francis Xavier" in the Kobe City Museum 

Akira TSUKAHARA 

Francis Xavier (1506 -1552) 1S a founding member of the Jesuits and is known for 

神
戸
市
立
博
物
館
研
究
紀
要

conducting missionary work in Asia, especially for the first time to conduct Christianity 

in Japan. 

Xavier's biography spread throughout Europe from the end of the 16th century, and 

he was canonized by 

worship painting increased in Japan under the edicts banning Christianity. "Portrait of 

St. Francis Xavier" which the Kobe City Museum currently owns is presumed to be one 

of such works. 

Then, what does portrait 

presented so far. Before reconsidering this in this article, it will summarize the history 

of repair, and the situation of surface layer of this painting from the discovery in 

to the present day. 

Pope 

this 

Gregory 

Xavier's 

Except for a small part of this image, it is proven that no 

modifications that would affect the expression interpretation were made. 

Based on these facts, This portrait has angels, 

Crucifixion, and his burning heart 

According to the notation of books on Xavier written by Horatius Tursellinus which 

spread the biographies and images of Xavier all over the world, and Papal bull for the 

canonization to Xavier in 1622, 

XV in 

from the beginning of drawing. 

Francis 

1622. 

some 

Xavier 

The 

express? 

remarkable things 

often 

momentum 

Various 

tried to 

of making Xavier's 

theories 

face 

have 

such as 

the 

been 

1920 

maJor 

overwhelming 

God's love in his heroic prayer, and his heart grew hot as if it was burning, and he had 

no choice but to scream "Satis est, Domine, satis est (It's enough, Lord, it's enough)". 

As to the expression content of this Xavier's portrait, taking into account the graphical 

第
35
号

features of Flemish print works from the end of the 16th century to the early 17th 

century, his crossing hands and Crucifixion symbolize his prayer, 

imply the existence of the God or intense holly joys. 

and angels in the sky 
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